
 

 

 

 

 

  
 

 臨時休業から 3 週間を迎え、学校とのつながり取り戻し、

学びを止めないために、9月１４日（火）、1・2年生を対象

に 、

Web会議システム Zoomを使用した学校長講話が行われました。  

 内桶校長からは、「オリンピアン・パラリンピアンからのメ

ッセージ」をテーマとして、三人の選手の活躍について、試合

の映像を交えての講話がありました。 

 ・入江 聖奈さん（ボクシング フェザー級 金メダル） 

 ・里見 紗李奈さん（車椅子バドミントン シングル・ダブルス 金メダル） 

 ・イブラヒームさん（パラリンビック卓球、エジプト） 

三人の活躍からは、コロナ禍で不自由な社会を生き抜く大き

なヒントを得ることができたと思います。また、オリパラの理

念：「多様性と調和」の意味を考えることができたのではない

でしょうか。 

街や社会のバリアフリーを実現するために必要なことは、私

たち一人一人が「心の壁」を取り払うことです。自分の生き 

方や社会の在り方を考えるきっかけとなることを願っています。 

 

 

 

9 月 13 日（月）に、オンライン交流を活用した未来創生学の活動に取り組みました。今回は、NPO

法人カタリバが主催する学校横断型探究プロジェクトで、宮崎県立高千穂高等学校と第一学院高校・横

浜キャンパスとの 2 回目の交流です。緊急事態宣言の延長による臨時休業のため、生徒一人一人が自宅

から各自の端末で参加しました。 

交流の進め方についての説明後、小グループに分かれて、「今後、どのようなテーマをもとに探究を進

めていくのか」について意見交換をしました。オンラインの特性を生かした多様な交流を通して、探究の

テーマをブラッシュアップすることができました。 

来年 1月頃には、プレ発表会が予定されています。 

茨城県立小瀬高等学校 

令和３年 ９月２４日 

第２６号 

学校長講話【1・2年生】 オリンピアン・パラリンピアンから学ぶ 

未来創生学【2年生】 オンライン交流で、探究テーマをプラッシュアップ！ 

学校長講話を聞く生徒の様子 



 

 

 

 

 

 

「ない」からこそできる！          小瀬高 SPIRITS ＆ PRIDE 

 

 

 

 

担任は、教室からオンライン交流に参加しました。 


